
これからの養豚事業に対する豚舎環境対策

堂腰 純

(北大農学部)

はしがき

北海道が日本の食糧基地としての依存性は増しとそすれ、減る ζ とは左いと考え。られるが、豚肉の価

格が高いと云っては輸入Kよって抑制しようとする施策のみが優先されている。

農畜産物の自由化Kともなって現状のまま経過しては技術的面から見て将来日本の豚肉は殆んどを輸入

にのみ頼る結果K左るのでは左いかとなそれる。北海道の如き寒冷地にあって、その生産に非常に苦労

し、決してその効率のよいとは云えないむしろ、ー下痢、肺炎等の症状多発の非効率的生産状況下Kない

て、技術の向上左しに価格抑制のみ強いられては、との国際競争のますます激しく左る現状K拾いて極

めて危倶せざるを得左い状況に追い込まれるのではなかろうか。筆者はとと数年来、北海道豚舎の現況

を見るにつけ、産業界の破行的発展は極めてこの方面に対する協力態勢が整わず、取b残されている感

を深くする。

むしろ、農業K関係する者の中から解決して行くより方法がなさそうに思れて左らない。ことにのべる

ものは筆者の私見にすぎ左いが関係者の参考に左るととろあれば望外の幸である。

(1)学会誌上に見られた米国豚舎のー断面

食肉としての豚肉もはや国際競争下K立たされている事は先刻承知の通bであるが、遠い海洋を輸送

され、関税をかけられて向かつ国内価格K匹敵する価格に左b得る様な生産は如何様なものであろう。

筆者はたまたま ASAE(米国農業工学会誌)誌上K発表された豚舎の換気対策陀ふれ、その考え方に

彼我の差を感ぜざるを得ない。その模様を図-1VL:示す。とれによると 50坪VL:300頭の豚を飼育し

ているととK在る。即ち 1坪K平均 6頭の割合に在るが通路も含まれて孝子b実質的Kはマ頭近く陀なる

と思われる。との様左密飼の状況で病気の発生し左い様左環境対策が如何Kあるべきか、貴重左指針を

示している様陀思う。そとには徹底した換気対策と、それを可能にする断熱対策が見られ、とれなしUて

はとの様左密飼は不可能であるととを示している。との様左飼育態勢とそ豚肉生産施設として、特に寒

冷地に於ては考え左ければ左ら左いものと思われる。

ととに北海道と類似の気候にあるミネソタの 1例を図-2VL:示す。ととK表現されている要点を述べる

と、

1) 夏、冬の入排気の換気方式が確立されている。特陀冬季聞は冷気流が床面陀停滞し左い様に注意

されている。
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(1) 蹴犬入気口，換気ト・ァ，換気扇の配置を示す横断面図
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(2) 3 OX6 Of t スラット床豚舎のレイアウト
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(3) 換気ドア及び換気扇の配置平面図

図-1. 仕上げ用密飼豚舎の構造(ミネゾタ州立大学、豚舎シリーズ必-2より)



よるい窓

〔夏期の入気経路〕

①平屋式乳牛舎の場合の断熱材の配置と入気経路

室内灯用テエ_';，J 、気流調節坂用留ピン

③天井梁と平行~天井入気口断面図
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②断熱換気ドア断面図

図-2 夏・冬の入気経路と換気ドア、天井入気口詳細区i
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① 換気扇が，両側Kある場合のスリット状入気口，換気ドアの配置

九"メッシュ金銅

木製又は金属
製ダクト

② 夏期VCi>>けるひさし部ドアの詳細図
(外気はひさし部ドアから直接スリット状入気口へ到る。
天井裂の暖気はよろい戸から排出される。〉

図-3 
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③換気量調節用スライド式ダシパーと
ダクトの構造
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① 片面K換気扇をつけた場合の換気ドアの配置プラン

@ 天井入気口と天井梁，小口，断熱材，防湿材の配置

防湿材
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ィ、口
コ・スリット状入気口
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④ スリット状入気口付近の構造
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，② 両側K換気扇をつけた場合の換気ドアの配置

⑤ 冬期間のヒサγ部入気口の状態。外気は建物両端のヨロイ戸
から入り，スリット状入気ロシステムで暖められる。



れは換気ドア、出入口ドアKも必要断熱が施とされている。従って本道K台ける畜舎に散見する巻

上式鉄扉シャッターは使われていない。

3) 床面近くに放熱のさ?それのある場所(隙間風を含めて)を設けまい。

4) 入気口は天井K設け、夏期には軒より直接入気、冬期は屋根妻壁より間接入気とする。

5)換気扇にはダクトを設け、夏冬両期には付属のタンパーを切換え、冬は出来るだけ床面近くの空

気の排出、夏は天井面近ぐの空気の排出Kつとめる。

6) 冬季聞の糞尿の仕末は省力管理上特に問題があb、床をスラット床にして、糞尿i留めを床下K設

ける。その面積は全平面の約 1/2.5、深さ約1.8 rh...その詳細は不明であるが、臭気は換気扇K

より排出され、畜舎に流出されることが左い様にする。

等のととがあげられてなり、大型密飼の養豚事業を実施するための基本的考え方が確立し、個々の技

術は夫々相異する所があろうと思われるが、大型養豚を指向する面から多くの示唆が示されている。と

とで日本の技術面K対する対策として機械工業り面からの協力が必要であb、特に畜舎に使用できる換

気扇の開発、換気入排機構の開発、とれの自動計装化の開発がなくれているがととに換気対策としての

考え方を示そう。

A : 3. 1. 8 ....... 6 5. 4 k~ 

B : 7. 5. 4 ....... 1 1 8 
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豚の飼育効率の最も高い温度は略々 15 .C前後と示されているo
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したがって冬季聞の室温を保つためには十分な気密性(賊風の入らない)のある断熱された畜舎でな

ければならない。室温のための熱源は豚の発熱K依在しなければ左らないが、発生熱の大半は換気Kよ

って排除し、残りの熱量で室温が保たれねば左ら左い。
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しかし、換気量を増すことは冬季間室温低下Kつら在る事であるが、外気温が低温の場合Kは換気量

が少〈左ることが実験的K示されている。

O/O 

図 10 'C 

図 15.6'C 

-10 -5 。 5 10 'C 
--'T-

外気温

図-8 毎時 0.45 4 k9の水分排除K必要左換気量

従って収容頭数と冬季聞の最低気温によって換気量の最小値が決定される 0' とれを連続運転換気量と

呼び、常時ノンストップで運転される。次K外気温は日変化を伴いながら変動する分K相当する換気量

は断続運転換気量と呼び、外気温が高い場合は運転時聞を長くし、低い場合は運転時間を短かくする。

この為Kは換気時間表を収容頭数(総体重)と外気温によって作成して金かねばならない(換気時間表

の作成の仕方は既に家畜管理研究会報K既載)断続運転のためには 10分間インターパノレのタイマーが

イ吏用さオ工る。

次K外気温が高温の場合K使用されるサーモスタットは大容量の換気扇に接続される。それを図ー10

K示す。

連続運転K用いられる換気扇はダンパーの必要は左いが、断続運転辛子よび高温時専用換気扇には断熱

ダンバーが用いられ左ければなら左い。厳寒期Kは運転停止時に凍結のなそれがあb、機構の損傷を避

ける構造でなければ左ら在:-00筆者。試作したダンパーの開閉機構を図ー 11 vc示す。

との機構はダンパーの開聞をオイ Jレシリンダ-VC求め、その圧力源としてコンプレッサー(5 kg/c11I) 

を使用し、不凍液を満たした 2クのタンクなよび8方電俄弁 2ケを使用してダンパーの開閉を容易にし

た。過去の試作実験によると電動機を使用した開閉機構は凍結のためK損傷しやすく、エヤシリンダー

はパイプ内の空気の結露によって障害を生じやすい結果と在っている。断続運転のダンパーは並列運転

とする。
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①連続運転換気扇(最低外気温よb設定)

入

気 jj ② 断続運転換気扇(外気温の変動によbタイマー設定)
( 1 0分インターパノレタイマー)

口

③ サーモスタツト換気扇(外気温が高い時運転)

凶-9 畜含換気システム

一扇気換続連量容
ハ
νり

電磁開閉器

換気タイマー

8 ~~~用換気扇
サーモス白タツト

図-10 換気扇時間調節装置・サーモスタツトダンパー開閉装置回路要領図
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タイマーまたはサーモスタツト

ダンパー開

電

昌平lL ファン廻転
磁尚開

換気扇
弁 切

コンプレツサー| 換
装
置 シ J)ンダー

U 

在h

Cコ

「一一一「
〆ンパー閉

換気扇?喝事再い~司トq、i ファン停止 断

電

「IR-
熱タ:

1 --5K9/口|
磁開 ン

弁切閉 J、-

コンプレツサー l 換

装置

図-1 1 断熱ダンパー自動開閉装置 (注) 入気口のダンバー開閉

Kも使用可能



。〉換気対策の意義

一散K畜舎に対する投資は何ら生産K寄与しないと考えられ金をかけるべきでないと云われている。

しかしこれは大きな間違いであるo勿論全く無駄左意味の左レョ畜舎投資の行なわれている例がないわけ

ではないがとれからの大型畜産にないては重要左意義を持ち、徹底した解析と対策が考えられ左ければ

左ら左 ¥;>0畜産K対する十分左知識と技術を有している建築家以外にまかせられる問題では左い。

先づ換気と断熱の実施していない畜舎は、低温、多湿と左b易い。従って冬季聞は

1) 飼料の消費量が多〈在る。

2) 飼料効率が低下する。

3) 低温Kよる下痢、肺炎が発生しやすい。

生)疾病対策としての薬剤の消費量が増大する(抗性物質禍をもたらしている)。

5) 多湿による環境の悪化、アンモニアガス等有害ガスの発生。

6) 労務管理費が増大する。

マ)結露等により建物の腐敗が促進する。

環境対策を実施するととによって

1) 肉の増体量が大きく左る。

2) 肉質が改善される。脂質が減少し、価格K反映する。

3) 薬剤の使用量が左〈左る。

心飼育期聞が短縮され、省力なよび事業の廻転が促進される。

しかも、これらの環境対策費は極めてとるに足ら左い金額であ.!?... -その原価償却は 2.-.， 3年とみて差ー・

支え左い。環境対策費としては建築総工事費ーの 8分の lを占める位でなければ、まづ諸外国の養豚事業
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図-1 3 

断熱換気豚舎と非断熱無換気豚舎の増体重の比較
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t 

K対抗して行くことは不可能と考えている。

建築設備設計に当っては先づ大型畜産としての飼育を可能とする環境対策、その設備は如何にあるべ

きかから出発しなければなら左いが、多くの現行畜舎設計をみるとき、建築費の全額を先に構造と外観

に注ぎ、換気等の対策費がゼロに近く、飼育動物が満足K育た左い悪環境をつく b出している例が極め

て多いことは十分に考え直す必要があろう。

参考資料(1)

換 気 表

1，000羽単位鶏舎換気差 (r#"mi n ) 

外(気℃温) 
1 日 1週 2週 8週 4 週 5週 6週 7週

8メ寸ゴλ 週
1 0週 1 5週 20週

1コ号、 メ寸ゴK メ寸3〉、 メ寸コ』 メ寸ミコ メ寸コ〉、 メ寸1〉、 メ寸トコ ぷ寸3L A寸ヨ入 メ寸コ入

30 6.7 3.3 59 82 100 120 150 16 0 180 220 310 390 470 560 

25 4.2 21 37 5 2 66 7 9 92 100 120 15 0 200 250 290 350 

20 2.7 13 24 :3 3 42 5 1 59 67 7 5 90 130 160 180 220 

15 1.8 8.9 16 22 28 34 39 44 49 60 85 110 130 160 

10 1.2 6.2 11 1 5 1 9 23 お7 30 34 40 5 8 7 2 85 100 

5 0.9 4.5 7.9 11 14 1 7 19 2 2 25 30 42 5 2 62 75 

。0.7 3.4 6.1 8.5 1 1 13 15 1 7 19 22 30 38 44 52 
-5 0.6 2.8 5.0 6.9 8.8 11 12 14 16 19 2可 33 40 46 

-10 0.5 2.4 4.4 6.0 7.6 9.1 11 12 13 17 ~ 2 28 33 40 

-15 o.会 2.2 3.9 5.4 6.9 8.2 9.6 11 12 15 20 26 30 36 

-20 0.4 2.1 3.6 5.1 6.4 7.7 9.0 10 11 14 19 24 28 34 

-25 o.生 2.0 3.5 会.8 6.1 7.4 8.6 9.7 11 14 1 8 23 27 32 

-30 0.4 1.9 3.4 4.7 6.0 7.2 8.3 9.5 11 13 18 23 26 31 

1，000 K:タ単位牛舎・豚舎換気量 (mYmin)

外気温('C) -30 -25 -20 -15 -10 -，-5 。 5 10 I 

牛 1.9 2.1 2.4 2.6 3.0 3.5 5.4 19 

豚 3.0 3.4 3.8 4.2 4.8 5.6 8.6 30 218 
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参考資料(2 ) 断熱工法(屋根)

断熱施行の良い例

(結露が防がれる〉

断熱詳細図
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参考資料(3 ) 

各種農業施設に対する 断熱 材の厚み
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